
出
版
内
容
＝�
「
敗
戦
後
八
〇
年
を
二
〇
二
五
年
に
迎
え
る
に
あ
た
り
、
カ

ン
ト
の
「
永
遠
平
和
」、
賢
治
の
「
ほ
ん
と
う
の
幸
福
」
の

精
神
を
踏
ま
え
、
沖
縄
・
広
島
・
長
崎
の
悲
劇
を
想
起
し
て

そ
れ
ら
の
思
い
を
世
界
の
人
び
と
に
も
伝
え
た
い
。
日
本
語

版
・
英
語
版
二
冊
と
も
Ａ
５
判　

約
三
〇
〇
～
三
五
〇
頁　

本
体
価
格
二
〇
〇
〇
円
＋
税

発

行

日
＝�

日
本
語
版
二
〇
二
四
年
八
月
六
日

	

　
　
　

英
語
版
二
〇
二
五
年
三
月
下
旬

編

者
＝
鈴
木
比
佐
雄
、
座
馬
寛
彦
、
鈴
木
光
影
、
羽
島
貝

翻

訳

者
＝�

与
那
覇
恵
子
、
郡
山
直
、
結
城
文
、
水
崎
野
里
子
、
植
松
晃

一
、
向
瀬
美
音
、
そ
の
他
に
ネ
イ
テ
ィ
ブ
チ
ェ
ッ
カ
ー
が
数
名

発

行

所
＝
株
式
会
社
コ
ー
ル
サ
ッ
ク
社

公

募
＝�

二
五
〇
名
の
詩
・
俳
句
・
短
歌
・
エ
ッ
セ
イ
を
公
募
し
ま

す
。
作
品
と
承
諾
書
を
お
送
り
下
さ
い
。
既
発
表
・
未
発
表

を
問
い
ま
せ
ん
。
趣
意
書
は
コ
ー
ル
サ
ッ
ク
社
Ｈ
Ｐ
か
ら
も

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
能
で
す
。http://w

w
w
.coal-sack.

com
/

参

加

費
＝�

一
頁
は
詩
四
十
行
（
一
行
二
十
五
字
）・
俳
句
十
六
句
・
短

歌
十
首
・
エ
ッ
セ
イ
一
、
〇
〇
〇
字
で
二
万
円
、
各
二
冊
納

品
。
二
頁
は
倍
の
作
品
数
や
文
字
数
で
四
万
円
、
各
四
冊
納

品
。
日
本
語
版
の
校
正
紙
が
届
き
ま
し
た
ら
、
コ
ー
ル
サ
ッ

ク
社
の
振
替
用
紙
で
お
振
込
み
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

し
め
き
り
＝
二
〇
二
四
年
四
月
末
日
頃
（
校
正
は
日
本
語
・
英
語
各
一
回
）

原
稿
送
付
先
＝
〒
一
七
三
‐
〇
〇
〇
四

　
　
　
　
　
　
東
京
都
板
橋
区
板
橋
二
‐
六
三
‐
四
‐
二
〇
九

デ
ー
タ
原
稿
の
方
＝
〈m

.suzuki@
coal-sack.com

〉（
鈴
木
光
影
）�

ま
で
メ
ー
ル
送
信
お
願
い
し
ま
す
。

【
よ
び
か
け
文
】

宮
沢
賢
治
は
自
ら
の
思
想
哲
学
を
作
品
の
中
に
織
り
込
ん
で
い
て
、
特
別
に

詩
論
や
論
説
文
で
記
し
て
は
い
な
い
が
、
例
外
的
に
「
農
民
芸
術
概
論
綱
要
」

の
冒
頭
の
箇
所
で
そ
れ
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
ま
ず
賢
治
は
「
わ
れ
ら
」
と

か
「
お
れ
た
ち
」
と
い
う
個
人
を
超
え
た
「
私
た
ち
」
と
い
う
普
遍
的
な
観
点

で
あ
り
、
あ
る
意
味
で
「
理
性
」
的
な
意
志
が
「
何
か
を
論
ず
る
」
こ
と
を
告

げ
る
。
そ
し
て
「
近
代
科
学
の
実
証
と
求
道
者
た
ち
の
実
験
と
わ
れ
ら
の
直
観

の
一
致
に
於
て
論
じ
た
い
」
と
あ
る
。
こ
の
考
え
方
は
デ
カ
ル
ト
・
ス
ピ
ノ
ザ

な
ど
の
合
理
論
と
イ
ギ
リ
ス
経
験
論
を
批
判
し
つ
つ
「
直
観
」
を
起
点
と
し
つ

つ
そ
の
両
方
の
働
き
を
「
一
致
」
さ
せ
る
よ
う
に
探
っ
て
い
き
た
い
と
言
う
。

こ
れ
は
明
ら
か
に
カ
ン
ト
の
『
純
粋
理
性
批
判
』
の
本
質
的
な
思
索
を
踏
ま
え

て
い
る
こ
と
が
理
解
で
き
る
。
そ
の
後
に
有
名
な
賢
治
の
精
神
の
崇
高
さ
を
示

し
、
多
く
の
引
用
を
さ
れ
て
き
た
「
世
界
が
ぜ
ん
た
い
幸
福
に
な
ら
な
い
う
ち

は
個
人
の
幸
福
は
あ
り
得
な
い
」
と
い
う
倫
理
的
な
一
文
が
天
啓
の
よ
う
に
出

現
す
る
。
賢
治
は
「
世
界
が
ぜ
ん
た
い
幸
福
に
な
ら
な
い
う
ち
は
」
と
世
界
の

人
び
と
が
も
れ
な
く
幸
福
に
な
る
よ
う
に
、
カ
ン
ト
の
い
う
理
性
的
な
原
理
を

根
拠
と
し
た
「
最
高
善
」
を
実
践
す
る
こ
と
が
、「
個
人
の
幸
福
」
と
密
接
に
つ

な
が
っ
て
い
る
と
受
け
止
め
て
い
る
か
の
よ
う
だ
。
次
の
「
自
我
の
意
識
は
個

人
か
ら
集
団
社
会
宇
宙
と
次
第
に
進
化
す
る
」
と
は
、
我
と
い
う
主
観
の
認
識

が
「
直
観
」
を
通
し
て
、
概
念
を
扱
う
「
悟
性
」
や
推
理
や
判
断
な
ど
を
促
す

「
理
性
」
を
駆
使
し
て
「
宇
宙
意
志
」
ま
で
広
が
っ
て
い
く
こ
と
を
告
げ
て
い

る
。
そ
の
結
果
と
し
て
「
わ
れ
ら
は
世
界
の
ま
こ
と
の
幸
福
を
索
ね
よ
う
」
と

は
、「
世
界
が
ぜ
ん
た
い
幸
福
で
あ
る
」
社
会
を
共
に
作
り
出
そ
う
と
い
う
崇
高

な
実
践
的
言
葉
に
な
っ
て
い
る
。
カ
ン
ト
は
「
理
性
」
が
発
す
る
愛
を
、
例
え

ば
人
間
を
手
段
と
し
て
扱
わ
な
い
で
目
的
と
し
て
接
す
る
こ
と
を
「
定
言
命

法
」
と
し
て
論
理
的
な
義
務
と
考
え
て
い
た
。
賢
治
も
ま
た
自
ら
の
自
由
意
志

と
し
て
「
世
界
が
ぜ
ん
た
い
幸
福
を
」
目
指
す
こ
と
に
よ
り
「
個
人
の
幸
福
」

も
実
現
す
る
の
で
あ
り
、
賢
治
は
世
界
と
個
人
の
幸
福
が
一
致
す
る
と
こ
ろ
に

「
ほ
ん
と
う
の
幸
福
」
を
見
出
し
て
い
た
。
そ
の
よ
う
な
自
ら
の
道
徳
的
な
義
務

の
よ
う
に
か
な
り
核
心
的
に
語
っ
て
い
た
。
こ
れ
は
カ
ン
ト
の
『
実
践
理
性
批

判
』
で
論
じ
ら
れ
て
い
る
「
最
高
善
」
や
最
晩
年
の
「
永
遠
平
和
」
の
構
想
力

の
影
響
が
濃
厚
に
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
私
は
推
測
し
て
い
る
。
次
の
よ
う

な
観
点
で
『
沖
縄
・
広
島
・
長
崎
か
ら
の
永
遠
平
和
詩
歌
集
』
に
参
加
し
て
欲

し
い
と
願
っ
て
い
る
。

①
沖
縄
戦
で
は
沖
縄
人
を
巻
き
込
ん
だ
地
上
戦
が
行
わ
れ
て
24
万
に
も
死
者

が
犠
牲
に
な
っ
た
が
、
こ
れ
を
語
り
継
ぐ
作
品
。
②
広
島
・
長
崎
原
爆
投
下
の

被
爆
者
た
ち
の
放
射
能
被
害
の
実
相
と
そ
の
後
の
人
生
の
苦
難
の
足
跡
を
辿
る

作
品
。
③
二
度
と
世
界
中
で
広
島
・
長
崎
原
爆
投
下
を
繰
り
返
さ
な
い
た
め
に

は
、
今
日
に
お
い
て
何
が
最
も
必
要
か
を
問
い
掛
け
る
。
④
パ
レ
ス
チ
ナ
と
イ

ス
ラ
エ
ル
の
報
復
の
連
鎖
を
止
め
て
、「
永
遠
平
和
」
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、

表
現
者
た
ち
は
ど
の
よ
う
な
原
点
に
立
ち
還
り
作
品
を
表
現
す
る
の
か
。
⑤
ロ

シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
は
隣
国
を
侵
略
し
イ
ン
フ
ラ
を
破
壊
し
子
供
た

ち
を
奪
う
行
為
を
い
か
に
問
い
続
け
る
か
。
⑥
永
遠
平
和
の
理
念
は
日
本
国
憲

法
第
9
条
に
生
か
さ
れ
て
い
る
。
永
遠
平
和
を
目
指
す
た
め
に
は
9
条
の
価
値

を
再
確
認
し
た
い
。
⑦
永
遠
平
和
に
は
兵
器
を
減
ら
す
軍
縮
が
必
要
だ
が
、
世

界
情
勢
は
無
制
限
の
軍
拡
競
争
を
煽
っ
て
い
る
。
そ
れ
で
い
い
の
だ
ろ
う
か
。

⑧
大
量
殺
戮
兵
器
の
核
兵
器
、
ミ
サ
イ
ル
、
ド
ロ
ー
ン
や
ロ
ボ
ッ
ト
兵
器
な
ど

の
最
新
の
科
学
技
術
を
武
器
に
転
用
さ
せ
な
い
仕
組
み
。
⑨
地
球
の
環
境
破
壊

で
最
も
深
刻
な
も
の
は
戦
争
の
大
量
破
壊
兵
器
の
使
用
で
あ
り
、
そ
の
歯
止
め

の
た
め
に
何
が
必
要
か
。
⑩
文
学
・
批
評
に
と
っ
て
カ
ン
ト
の
「
永
遠
平
和
」

や
賢
治
の
「
ほ
ん
と
う
の
幸
福
」
と
は
何
か
に
独
自
な
観
点
で
応
え
て
欲
し
い

と
願
っ
て
い
る
。

『
沖
縄
・
広
島
・
長
崎
か
ら
の
永
遠
平
和
詩
歌
集 

―
報
復
の
連
鎖
か
ら
カ
ン
ト
の「
永
遠
平
和
」、

賢
治
の「
ほ
ん
と
う
の
幸
福
」
へ
』（
日
本
語
版
／
英
語
版
）公
募
趣
意
書

『
沖
縄・
広
島・
長
崎
か
ら
の
永
遠
平
和
詩
歌
集 

―
報
復
の
連
鎖
か
ら

カ
ン
ト
の「
永
遠
平
和
」、
賢
治
の「
ほ
ん
と
う
の
幸
福
」
へ
』
参
加
・
収
録
承
諾
書

以
上
の
略
歴
と
同
封
の
詩
・
俳
句
・
短
歌
・
エ
ッ
セ
イ
に
て『
沖
縄・
広
島・
長
崎
か
ら
の
永
遠
平
和
詩
歌
集

　
―
報
復
の
連
鎖
か
ら
カ
ン
ト
の「
永
遠
平
和
」、
賢
治
の「
ほ
ん
と
う
の
幸
福
」
へ
』
に
参
加
・
収
録
す
る
こ
と
を
承
諾
し
ま
す
。

応
募
す
る
作
品
の
題
名

氏
名
（
筆
名
）

読
み
仮
名

生
年
（
西
暦
）

年

生
ま
れ
た
都
道
府
県
名

現
住
所
（
郵
便
番
号
・
都
道
府
県
名
か
ら
お
願
い
し
ま
す
）
※

〒

ＴＥＬ
（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

代
表
著
書
（
計
二
冊
ま
で
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
）

所
属
誌
・
団
体
名
（
計
二
つ
ま
で
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
）

※現住所は都道府県・市区名まで著者紹介欄に掲載します。
校正紙をお送りしますので、すべてご記入ください。

印

キ
リ
ト
リ
線
（
参
加
詩
篇
と
共
に
ご
郵
送
く
だ
さ
い
）
デ
ー
タ
原
稿
を
お
持
ち
の
方
は
〈m

.suzuki@
coal-sack.com

〉
ま
で
メ
ー
ル
送
信
お
願
い
し
ま
す
。


